
和久洋三先生の最後の講演からちょうど1年が経ちます。病室
から語りかけてくださったあの日の講演を一生忘れません。
今回は、和久洋三先生の後を継ぎ、新しく童具館の館長になら
れた和久真子さんをお迎えします。『和久洋三を語る会』のVTR
を皆さまと鑑賞し、共に先生を偲びたいと思います。
その後は、日本で初めて従来の常識を覆すほどのWAKU-BLOCK
を保育園に取り入れられた「共楽保育園」の園長・伊藤己知代先
生と「和久洋三のわくわく創造アトリエ広島安佐プレイルーム」
の代表・中木秀成を加えて、それぞれの立場から『和久洋三の創
造共育のこれから』について語り合い、皆さまと『創造共育の理
念』を共有し合えたらと思います。
午後は、WAKU-BLOCKを通して大人も子どももみんなで一緒に
つながる積木遊びを楽しみましょう。
皆さまのご参加を、心よりお待ちしております。

和久洋三の
創造共育の
これから

Instagram

集団積木遊びみんなで
楽しむ！

090-8999-9888
www.center-pole.jpWEB

E-MAIL info@center-pole.jp

わくわく創造アトリエ 広島安佐プレイルーム
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日　時

備　考

2027年1月11日（月祝）

参加費 （税込）

会　場 広島女学院ゲーンス幼稚園
（広島市東区牛田東4-13-1 ／ TEL 082-228-6635）

講　師

□お申込みは電話、またはFAXでお願いいたします。
□お問合せはメールでも受付けております。（info@center-pole.jp）
□キャンセルの場合はお早めにご連絡ください。
□お弁当（1,000円／税込）のご注文も受け付けております。（希望者のみ）

9:45 受付

昼食

10:00～12:00

12:00～

あとかたづけ - 終了～16:00

クラスと対象

（保護者室）

- 講演会 -
『和久洋三の創造共育のこれから』

（ホール）

みんなで楽しむ 積木遊び（ホール／定員50名）
【アドバイザー】 中木秀成／広島安佐プレイルーム主任講師

13:30～15:30

保護者 保護者・保育者・教師 0歳～小学生

お問合せ
お申込み先 主催：株式会社広島安佐プレイルーム 主任講師 中木秀成・中木明美 ／ 安佐南区緑井2丁目21-23-202 ／ TEL :082-831-6200

協力：童具館、広島女学院ゲーンス幼稚園、NPO法人子どもネットワーク可部 ／ 協賛　上瀬野保育園、蔵迫こども園

090 - 8999 - 9888和久洋三のわくわく創造アトリエ 広島安佐プレイルーム
（担当：中木明美）

ご住所
（団体名 ）

TEL
メール

〒

性別 ご職業・学年生年月日
（お子様のみ） （A～E）

緊急連絡先 お名前 携帯電話

お名前
フリガナ 参加クラス お弁当参加費

お申込み用紙 082 - 831- 6201FAX

男・女

男・女

男・女

要・不要

要・不要

要・不要

男・女 要・不要

□ⒶⒷⒸクラスをご希望の方は定員がありますので、予め担当の中木
（090-8999-9888）までお問い合せください。
□メールでの連絡があるため、メールアドレスの明記をお願いいたします。
□12月中旬以降に詳細と郵便振込用紙を送付いたします。

＋
参加費合計

登壇者へのご質問やメッセージがありましたらご記入ください

＝（ ） 1,000 円 × 個 ＝（ 円） 円
お弁当代 総計

0歳～小学生

A 5,500円 B 6,600円 C 6,600円 E 2,200円D 3,300円

講演会『和久洋三の創造共育のこれから』& みんなで楽しむ積木遊び／開催概要

保育者・教師
D 【午前参加】C 【一日参加】 E 【午前参加】

チャンネル登録お願いいたします！毎週金曜日 20:00更新

YouTubeチャンネル和久洋三の
【 童具館公式 】

和久洋三が子供への思いのたけを語り尽くします

託児 - 童具遊び -

（保護者室）

託児 - 童具遊び -

B 【一日参加】A 【一日参加】

童具館館長。和久洋三氏が
築いた「童具」と「創造共育」の理念を継承。
子どもたちの豊かな創造性と生きる力を育む
環境づくりや普及活動の舵取りを務める。

山口県周南市・幼保連携
型認定こども園共楽保育園園長。フレーベル
教育を基にした「和久洋三の創造共育」の理
念に師事し、長きに渡り指導を受けて現在に
至る。

和久洋三氏に師事し、童具館
で1年間の研修後、2011年に広島安佐プレ
イルームを開校。アトリエ活動のかたわら多数
の幼稚園や保育園等で造形活動等の講師を
務める。

和久真子 中木秀成伊藤己知代
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